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問題認識・背景
その１ 第３期科学技術基本計画
「５つの戦略」

１．「人材」戦略

２．「基礎研究」戦略

３．「イノベーション戦略」

４．「基幹技術」戦略

５．「国際」戦略

国際活動を戦略的に推進。国際環境に的確に対応し、世界の
研究者を惹き付ける。

・東アジア科学技術コミュニティの構築にむけて主

導性を発揮

・国際的に魅力ある研究環境を形成

・海外の優れた人材の登用、情報発信力の強化
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問題認識・背景

その２ 大学改革

・ 「知」をめぐる世界大競争の時代

・ 特色ある個性輝く大学づくり

・ 国立大学法人化
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問題認識・背景

その３ 諸外国の大学のグローバル化はさらに加速

・教育・研究のボーダーレス化の加速

－ボローニャプロセス（ＥＵ）

・人材の獲得競争

－各国のアジアに対する戦略

－呼び寄せ、呼び戻し政策

・資金の獲得競争

－ファンディングのグローバル化

・地球規模問題に対応する教育・研究の重要性
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問題認識・背景
その４ 大学等の国際活動は、研究者個人の

活動に依存

・外国人研究者の受入れ諸業務を受入れ研究者が負担
例） 入国手続、宿舎探し 等

・組織的・戦略的取組みに至らない国際活動
例） 協定の形骸化 等

・大学における外国人教員の割合の少なさ：３．５％
・事務職員の語学力や国際活動マネジメント養成不足

大学全体としての明確な指針に基づく、
組織的な特色のある国際活動の推進
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大学の教育研究の国際展開の推進、国際競争力の強化

教 育

学長の下、全学横断的な組織体制を整備し、全学的な国際活動を推進

・海外の大学等との
共同教育プログラム

・優秀な外国人留学生の
獲得
・日本人学生の海外留学

研 究
・国際共同研究

・研究者交流

・優秀な外国人研究者、
教員の獲得等

国 際戦略本部

（例）・「国際戦略本部」の設置、企画・実施体制の強化
・外国人研究者・留学生等の研究教育・生活環境面での組織的な支援体制

強化
・国際展開に対応する大学教員・職員の養成・確保
・情報の収集・発信、ネットワーク構築 等

・特別研究経費

・戦略的国際連携支援

・教育イニシアチブ

等

・ＪＳＰＳ事業

・科研費

・２１世紀ＣＯＥ

等
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大学国際戦略本部強化事業のスキーム

【選定大学（２０機関）】
・「国際戦略本部」機能の強化に
よる全学的な国際活動を推進

・平成１７年度 文部科学省 新規事業（予算額 ５億円）
・日本学術振興会（JSPS）及び社団法人科学技術国際交流センター（JISTEC）が
共同受託
・選定された大学へJSPS／JISTECが再委託（１校あたり年間１～４千万円程度）
・平成１７年度～平成２１年度 ５年間

JSPS
JISTEC

文部科学省

大学国際化
戦略委員会

委託

再委託

大学 ２０機関

選
定
・
評
価

助言

・取組の分析
・助言

・報告

成果の
普及

海外調査

【JSPS／JISTEC】
・大学国際化戦略のモデルを開発
（取組の分析、好事例の抽出）
・選定大学の取組への助言
・成果の普及

【大学国際化戦略委員会】
・事業全般についての助言

【文部科学省】
・審査選考
・中間評価、事後評価
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大学国際戦略本部強化事業 採択大学等一覧

申請 ６８ 件→採択 ２０ 件
整理
番号

区分 大学等名 構想組織名
整理
番号

区分 大学等名 構想組織名

1 国立 北海道大学  「持続可能な開発」戦略本部 11 国立 神戸大学  国際交流推進本部

2 国立 東北大学  グローバルオペレーションセンター 12 国立 鳥取大学  国際戦略企画推進本部

3 国立 東京大学  東京大学国際連携本部 13 国立 広島大学 国際戦略本部

4 国立 東京外国語大学  国際戦略本部 14 国立 九州大学  国際交流推進機構

5 国立 東京工業大学  東京工業大学国際戦略本部 15 国立 長崎大学  長崎大学国際連携研究戦略本部

6 国立 一橋大学
 国際戦略企画部会
 （国際戦略本部へ改組）

16 公立 会津大学  コンピュータ理工学基盤研究国際戦略本部

7 国立 新潟大学  国際学術サポートオフィス 17 私立 慶應義塾大学  国際連携推進機構

8 国立 名古屋大学  国際交流協力推進本部 18 私立
東海大学
九州東海大学
北海道東海大学

 国際戦略本部

9 国立 京都大学  京都大学国際交流推進機構 19 私立 早稲田大学  国際研究推進本部

10 国立 大阪大学  国際交流推進本部 20
大学
共同
利用

自然科学研究機構  国際戦略本部・国際連携室
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好事例分析の観点

（１）組織体制、ガバナンス

（２）目標設定、行動計画、評価体制

（３）国際的な外部資金の獲得

（４）国際的なコンソーシアムの形成又は参加

（５）職員の養成・確保

（６）外国人研究者等の受入環境の改善

（７）日本人学生、研究者の海外留学・派遣機会の充実

（８）個別の研究テーマを中核とした国際展開

（９）海外拠点の整備
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好事例分析の観点

（１）組織体制、ガバナンス

①企画部門と実施部門の連携

②本部と部局の分担

③教員と職員の一体化（協働）

④複数のキャンパス、支部等の連携

（２）目標設定、行動計画、評価体制

現状・問題点の把握・分析→マスタープラン

→アクションプラン→評価
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好事例分析の観点

（３）国際的な外部資金の獲得

戦略として国際的外部資金を獲得

→①国際活動の充実

②国際水準の事務体制の強化

（４）国際的なコンソーシアムの形成・参加

独自にネットワークを形成

→①国際活動の基盤づくり

②国際水準の事務体制の強化
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好事例分析の観点

（５）国際関係業務担当職員の養成・確保

専門性・総合性の両面が必要

・研修制度、留学制度

・処遇、キャリアパス

・外部人材の登用

（６）外国人研究者等の受入環境の改善

①ワンストップサービス、情報提供等

②宿舎（借り上げ、地方自治体との連携）

③キャンパスの国際化（内なる国際化）
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好事例分析の観点

（７）日本人学生、研究者の海外留学・派遣機会
の充実

・受入＞派遣（送出し）の是正（数値目標）

・海外留学プログラムの多様化

・海外拠点の有効活用

（８）個別の研究テーマを中核とした展開

・強い分野に集中投資

→ノウハウを水平展開
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好事例分析の観点

（９）海外拠点の整備

大学の国際活動の有機的連携のハブ

・機能の明確化

・学生・研究者の派遣、職員の研修等への有

効活用

（10）その他：危機管理、元/帰国留学生、研究者
の組織化
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公開シンポジウム

大学の国際戦略～「海外拠点」と「職員養成」～

日時：11月15日（水） １３：３０～
場所：政策研究大学院大学内 想海楼ホール

海外の事例発表：Nuffic（オランダ高等教育国際
協力機構）のアジア展開（拠点）

採択校の事例発表

海外拠点：長崎大学、日本学術振興会サンフランシス
コ研究連絡センター

職員養成：東京大学、神戸大学



17

中間評価（文部科学省）

機能体制の整備状況（国際戦略と戦略本部）

計画の達成度（事業計画の進捗）

事業効果の大きさ

本事業の実施によるインパクト

国際活動を担当する人材の確保・育成

研究環境の国際化

共同研究の展開と成果

持続的な枠組みの構築

その他：他大学からの参照可能性、課題の抽出
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大学国際戦略本部強化事業 ホームページ

http://www.u-kokusen.jp/
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独 DFG
IRTG: International 

Research
Training Groups

若手研究者への国際研鑽機会の充実若手研究者への国際研鑽機会の充実
（日本学術振興会（日本学術振興会 平成１９年度新規施策）平成１９年度新規施策）

日本学術振興会
ＪＳＰＳ

Ａ大学

Ｄ企業

Ｃ研究機関

大学

大学院専攻レベルの
組織的な取組を支援

若手研究者・ポスドク
大学院生

（１０人（１ヶ月～１年））／件
２５００万円×４０件、５年間

Ｂ大学

海外のパートナー機関

・共同研究の実施
・教育プログラムへの参加
・インターンシップ

海外での研鑽機会を提供

その他の
ファンド

海外のファンディング機関

EU

Marie Curie Actions

米 NSF
PIRE: Partnerships for 

International
Research and Education 

海外のファンドの活用等により
パートナー大学等からの受入を
併せて実施する相互交流の取
組については審査時に高評価

定期的な情報交換
ゆるやかな連携関係の下で

良質な取組への
マルチファンディングを実現

選考・支援申請 選考・支援申請

目的・背景
国際舞台で活躍できる我が国の若手研究者の育成のため、
日本人研究者の国際研鑽機会拡充を図る

＜第３期科学技術基本計画＞
「若手研究者やポストドクターの時期から国際経験を積み海外研究者
と切磋琢磨できるよう、海外の優れた研究機関での研究機会や海外研
究者との交流機会を拡充すべく引き続き施策の充実を図る」

＜１９年度資源配分方針＞
「若手研究者の海外での活躍・研鑽機会の拡大」が重要

＜組織型＞

若手研究者ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ITP）
（仮称）【新規】

日本の大学と海外のパートナー機関（大学、
研究機関、企業等）との組織的な連携により、
若手研究者に当該機関における

研究活動の機会を提供（１ヶ月～１年）
・機関としての組織的な取組を支援
・大学院生～ポスドクの若手研究者を対象

＜約４００人＞

＜短期集中セミナー型＞

・FoS（ﾌﾛﾝﾃｨｱ･ｵﾌ･ｻｲｴﾝｽ）
（若手研究リーダーの分野横断的集中討議）

・日欧先端科学セミナー
・アジア学術セミナー
・国際サマースクール

海外の若手研究者との集中的な
討議の場を提供（１週間程度）

＜約３００人＞

若手研究者への国際研鑽機会の充実

＜個人型＞

海外特別研究員事業

ポスドクレベルの若手研究者
を海外へ派遣し、海外の大学
や研究機関で長期（２年間）
の武者修行の機会を提供

＜約４００人＞

日本学術振興会
ＪＳＰＳ

1000人以上の若手研究者に
海外での研鑽機会を提供

機関からの申請に

基づき審査

個人からの
申請に基づ
き審査

セミナー等
をオーガナ
イズ

若手研究者ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（若手研究者ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ITPITP）の事業スキーム）の事業スキーム

対応
従来より取り組んできた、海外特別研究員事業及びフロンティア・オブ・サ
イエンス（FoS）等の個人対象の「短期集中セミナー型」の事業に加え、新
たに、我が国の若手研究者（大学院生、ポスドク、若手研究者）が海外で活
躍・研鑽する機会の充実強化を図るため、日本の大学が海外のパートナー機
関（大学、研究機関、企業等）と組織的に連携し、日本の若手研究者に海外
における研究活動の機会の提供を行うことを支援する「若手研究者インター
ナショナル・トレーニング・プログラム(ITP)［仮称］」を創設
より若い世代からの研鑽機会、組織的な送り出しの支援を強化
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